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(57)【要約】
【課題】自在な描画表現を可能とすべく、画像の構成に
応じて部分的に濡れ性の調整を可能とする描画装置およ
び描画装置の制御方法を提供する。
【解決手段】ワークＷに対し、描画用インク材を吐出す
る複数の吐出ノズル２１を有するインクジェットヘッド
１８を相対的に走査しながら、複数の吐出ノズル２１か
ら描画用インク材を選択的に吐出させて、ワークＷに画
像を描画処理すると共に、複数の吐出ノズル２１から下
地材を選択的に吐出させて、ワークＷに濡れ性に関する
下地塗布処理を行うキャリッジユニット９と、下地塗布
処理された下地材を硬化させて定着処理する紫外線照射
装置１９と、キャリッジユニット９および紫外線照射装
置１９を制御する制御装置１０と、を備え、制御装置１
０は、描画処理に先行し、描画処理される画像の構成に
応じて下地塗布処理を行うと共に定着処理を行う。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に対し、描画用インク材を吐出する複数の単位吐出部を有する液滴吐出手段を
相対的に走査しながら、前記複数の単位吐出部から前記描画用インク材を選択的に吐出さ
せて、前記記録媒体に画像を描画処理する描画処理部と、
　前記記録媒体に対し、前記画像の下地材を吐出する複数の単位吐出部を有する下地材吐
出手段を相対的に走査しながら、前記複数の単位吐出部から前記下地材を選択的に吐出さ
せて、前記記録媒体に濡れ性に関する下地塗布処理を行う下地塗布部と、
　前記下地塗布処理された前記下地材を硬化させて定着処理する下地定着部と、
　前記描画処理部、前記下地調整部および前記下地定着部を制御する制御手段と、を備え
、
　前記制御手段は、前記描画処理に先行し、前記描画処理される前記画像の構成に応じて
前記下地塗布処理を行うと共に前記定着処理を行うことを特徴とする描画装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、描画データに基づいて前記描画処理を行うと共に、前記描画データに
基づいて前記下地塗布処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の描画装置。
【請求項３】
　前記単位吐出部が、インクジェット方式で前記描画用インク材を吐出する吐出ノズルで
あり、
　前記液滴吐出手段は、複数の前記吐出ノズルを有するノズル列であることを特徴とする
請求項２に記載の描画装置。
【請求項４】
　前記下地材は、活性エネルギー線により硬化する液体材料であり、
　前記下地定着部は、前記活性エネルギー線を照射する下地用光照射手段を有しているこ
とを特徴とする請求項２または３に記載の描画装置。
【請求項５】
　前記描画用インク材は、活性エネルギー線により硬化するインク材であり、
　前記描画処理により前記記録媒体に塗着された前記描画用インク材を硬化させる硬化用
光照射手段を、更に備えたことを特徴とする請求項２ないし４のいずれかに記載の描画装
置。
【請求項６】
　前記活性エネルギー線が、所定の中心波長を有する紫外線であることを特徴とする請求
項４または５に記載の描画装置。
【請求項７】
　前記下地塗布部は、吐出する前記下地材の濡れ性が異なる複数組の下地材吐出手段を有
し、
　前記制御手段は、前記描画データに基づいて前記複数組の下地材吐出手段を選択的に駆
動し、前記下地塗布処理を行うことを特徴とする請求項２ないし６のいずれかに記載の描
画装置。
【請求項８】
　前記下地塗布部は、吐出する前記下地材の濡れ性が高い第１の下地材吐出手段と、吐出
する前記下地材の濡れ性が低い第２の下地材吐出手段と、の２組の前記下地材吐出手段を
有していることを特徴とする請求項７に記載の描画装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記描画データに同色の前記描画用インク材が所定のドット数集約す
るべた塗り部分が存在する場合において、
　前記べた塗り部分の下地となる部分に対し、前記第１の下地材吐出手段を駆動して前記
下地塗布処理を行うことを特徴とする請求項８に記載の描画装置。
【請求項１０】
　前記下地塗布処理は、前記下地となる部分に対し、前記下地材を間引いて吐出すること
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を特徴とする請求項９に記載の描画装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記描画データにキャラクター画像が存在する場合において、
　前記キャラクター画像の下地となる部分に対し、前記第２の下地材吐出手段を駆動して
前記下地塗布処理を行うことを特徴とする請求項８ないし１０のいずれかに記載の描画装
置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記描画データに異色の前記描画用インク材が隣接する異色境界部分
が存在する場合において、
　前記異色境界部分の下地となる部分に対し、前記第２の下地材吐出手段を駆動して前記
下地塗布処理を行うことを特徴とする請求項８ないし１１のいずれかに記載の描画装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記描画データに異色の前記描画用インク材が混ざり合う中間色部分
が存在する場合において、
　前記中間色部分の下地となる部分に対し、前記第１の下地材吐出手段を駆動して前記下
地塗布処理を行うことを特徴とする請求項８ないし１２のいずれかに記載の描画装置。
【請求項１４】
　記録媒体に対し、描画用インク材を吐出する複数の単位吐出部を有する液滴吐出手段を
相対的に走査しながら、前記複数の単位吐出部から前記描画用インク材を選択的に吐出さ
せて、前記記録媒体に画像を描画処理する描画処理工程と、
　前記描画処理工程に先行し、
　記録媒体に対し、前記画像の下地材を吐出する複数の単位吐出部を有する下地材吐出手
段を相対的に走査しながら、前記複数の単位吐出部から前記下地材を選択的に吐出させて
、前記記録媒体に濡れ性に関する下地塗布処理を行う下地塗布工程と、
　前記下地塗布工程の後、
　前記下地塗布処理された前記下地材を硬化させて定着処理する下地定着工程と、を備え
、
　前記下地塗布工程では、前記描画処理工程により、前記描画処理される画像の構成に応
じて前記下地塗布処理を行うことを特徴とする描画装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に対し、画像の描画処理、濡れ性に関する下地塗布処理および下地
の定着処理を実施する描画装置および描画装置の制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の描画装置（インクジェット記録装置）として、ブラック、シアン、マゼ
ンタ、イエローから成る紫外線硬化性の各色インクを吐出する複数のインクジェットヘッ
ドと、各色インクの相互の着弾干渉を回避するための紫外線硬化性の処理液を吐出する処
理液ヘッドと、紫外線硬化性の透明インクを吐出する透明インクヘッドと、これら各ヘッ
ドに対向して配置され、記録紙を平面性を保持しながら搬送する吸着ベルト搬送部と、吸
着ベルト搬送部の下流側に配設され、各色インク、処理液および透明インクを同時に硬化
させるＵＶ光源と、を備えたものが知られている（特許文献１参照）。
　制御系は、画像データに基づいて、各色インクの着弾領域およびその周辺領域に処理液
を着弾させ、その後、着弾領域に各色インクを着弾させ、さらに、着弾領域以外の領域に
透明インクを着弾させる。一方、処理液は、少なくとも拡散防止剤、重合開始剤および高
沸点有機溶媒を含有しており、着弾した各色インクの位置ズレを抑制して相互の着弾干渉
を防止している。これにより、各色インク、処理液および透明インクを同時に硬化させた
ときに、鮮明な画像を得ることができる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－０２１８８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、インクジェットヘッドを用いた加飾や捺染等において、例えば文字や図形等
の部分は鮮明な描画表現が要求され、木目等の部分はぼやかした自然な描画表現が要求さ
れる。すなわち、記録媒体によっては、画像の構成に応じた自在な描画表現が要求される
。
　この点において、上記従来のインクジェット記録装置（描画装置）では、鮮明な描画表
現は可能であるもの、ぼやかした描画表現は不可能であり、画像の構成に応じた自在な描
画表現を行なうことができない問題があった。
【０００５】
　本発明は、自在な描画表現を可能とすべく、画像の構成に応じて部分的に濡れ性の調整
を可能とする描画装置および描画装置の制御方法を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の描画装置は、記録媒体に対し、描画用インク材を吐出する複数の単位吐出部を
有する液滴吐出手段を相対的に走査しながら、複数の単位吐出部から描画用インク材を選
択的に吐出させて、記録媒体に画像を描画処理する描画処理部と、記録媒体に対し、画像
の下地材を吐出する複数の単位吐出部を有する下地材吐出手段を相対的に走査しながら、
複数の単位吐出部から下地材を選択的に吐出させて、記録媒体に濡れ性に関する下地塗布
処理を行う下地塗布部と、下地塗布処理された下地材を硬化させて定着処理する下地定着
部と、描画処理部、下地調整部および下地定着部を制御する制御手段と、を備え、制御手
段は、描画処理に先行し、描画処理される画像の構成に応じて下地塗布処理を行うと共に
定着処理を行うことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の描画装置の制御方法は、記録媒体に対し、描画用インク材を吐出する複数の単
位吐出部を有する液滴吐出手段を相対的に走査しながら、複数の単位吐出部から描画用イ
ンク材を選択的に吐出させて、記録媒体に画像を描画処理する描画処理工程と、描画処理
工程に先行し、記録媒体に対し、画像の下地材を吐出する複数の単位吐出部を有する下地
材吐出手段を相対的に走査しながら、複数の単位吐出部から下地材を選択的に吐出させて
、記録媒体に濡れ性に関する下地塗布処理を行う下地塗布工程と、下地塗布工程の後、下
地塗布処理された下地材を硬化させて定着処理する下地定着工程と、を備え、下地塗布工
程では、描画処理工程により、描画処理される画像の構成に応じて下地塗布処理を行うこ
とを特徴とする。
【０００８】
　これらの構成によれば、描画処理の前に、描画処理される画像の構成に応じて下地塗布
処理を行うと共に定着処理を実施するため、描画内容に応じて部分ごとに下地を形成する
ことができる。すなわち、濡れ広がりを抑制して鮮明（精細）な描画表現を行ないたい部
分や、逆に濡れ広がりを促進してぼやかした描画表現を行ないたい部分があっても、記録
媒体に部分的な下地塗布処理および定着処理を施して濡れ性を調整することで、柔軟な描
画表現を行なうことが可能となる。なお、下地塗布処理および定着処理による濡れ性の調
整は、濡れ性の高い記録媒体（親水性有り）に対しては、濡れ性を低くする方向の調整と
なり、濡れ性の低い記録媒体（撥水性有り）に対しては、濡れ性を高くする方向の調整と
なる。
【０００９】
　この場合、制御手段は、描画データに基づいて描画処理を行うと共に、描画データに基
づいて下地塗布処理を行うことが好ましい。
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【００１０】
　この構成によれば、描画処理を実施するときの描画データに基づいて、描画結果に応じ
て部分的に濡れ性の調整を適切に行うことができる。これにより、鮮明な描画表現や、ぼ
やかした描画表現等、画像の構成に応じた自在な描画表現を行なうことができる。
【００１１】
　この場合、単位吐出部が、インクジェット方式で描画用インク材を吐出する吐出ノズル
であり、液滴吐出手段は、複数の吐出ノズルを有するノズル列であることが好ましい。
【００１２】
　この構成によれば、いわゆるインクジェットヘッドを用いて、描画データに基づく描画
を簡単に且つ精度良く行うことができる。
【００１３】
　また、下地材は、活性エネルギー線により硬化する液体材料であり、下地定着部は、活
性エネルギー線を照射する下地用光照射手段を有していることが好ましい。
【００１４】
　この構成によれば、記録媒体上に、描画処理を適切に行うための下地を迅速に形成する
ことができる。
【００１５】
　さらに、描画用インク材は、活性エネルギー線により硬化するインク材であり、描画処
理により記録媒体に塗着された描画用インク材を硬化させる硬化用光照射手段を、更に備
えたことが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、画像データに基づく画像を記録媒体上に、所望の描画表現で形成す
ることができる。
【００１７】
　さらにまた、活性エネルギー線が、所定の中心波長を有する紫外線であることが好まし
い。
【００１８】
　この構成によれば、記録媒体への下地塗布処理および定着処理を簡単に実施することが
できる。なお、紫外線を照射する下地用光照射手段としては、所定の中心波長を有する水
銀ランプ、メタルハライドランプ、ＬＥＤ等が好ましい。
【００１９】
　この場合、下地塗布部は、吐出する下地材の濡れ性が異なる複数組の下地材吐出手段を
有し、制御手段は、描画データに基づいて複数組の下地材吐出手段を選択的に駆動し、下
地塗布処理を行うことが好ましい。
【００２０】
　また、下地塗布部は、吐出する下地材の濡れ性が高い第１の下地材吐出手段と、吐出す
る下地材の濡れ性が低い第２の下地材吐出手段と、の２組の下地材吐出手段を有している
ことが好ましい。
【００２１】
　これらの構成によれば、描画処理の前に、描画処理される画像の構成に応じて、複数の
下地塗布処理を行うと共に定着処理を実施することができる。これにより、１の記録媒体
上で多彩な描画表現を実現することができる。
【００２２】
　さらに、制御手段は、描画データに同色の描画用インク材が所定のドット数集約するべ
た塗り部分が存在する場合において、べた塗り部分の下地となる部分に対し、第１の下地
材吐出手段を駆動して下地塗布処理を行うことが好ましい。
【００２３】
　この構成によれば、表面改質処理により、描画用インク材の濡れ広がりを促進すること
ができ、べた塗り部分に合った描画結果を得ることができる。
【００２４】
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　さらにまた、下地塗布処理は、下地となる部分に対し、下地材を間引いて吐出すること
が好ましい。
【００２５】
　この構成によれば、下地材の消費を抑制しつつ、見かけ上、上記のべた塗り部分と同様
の描画結果を得ることができる。
【００２６】
　この場合、制御手段は、描画データにキャラクター画像が存在する場合において、キャ
ラクター画像の下地となる部分に対し、第２の下地材吐出手段を駆動して下地塗布処理を
行うことが好ましい。
【００２７】
　この構成によれば、描画用インク材の濡れ広がりが抑制され、混色の無い鮮明なキャラ
クター画像（高解像の画像）を得ることができる。なお、「キャラクター画像」には、文
字の他、記号や図形等が含まれる。
【００２８】
　また、制御手段は、描画データに異色の描画用インク材が隣接する異色境界部分が存在
する場合において、異色境界部分の下地となる部分に対し、第２の下地材吐出手段を駆動
して下地塗布処理を行うことが好ましい。
【００２９】
　この構成によれば、描画用インク材の濡れ広がりが抑制され、混色の無い鮮明（高解像
）な描画結果を得ることができる。
【００３０】
　また、一方、制御手段は、描画データに異色の描画用インク材が混ざり合う中間色部分
が存在する場合において、中間色部分の下地となる部分に対し、第１の下地材吐出手段を
駆動して下地塗布処理を行うことが好ましい。
【００３１】
　この構成によれば、描画用インク材の濡れ広がりが促進され、良好な中間色表現の描画
結果を得ることができる。例えば、グラデーション等の描画表現を容易に行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】第１実施形態に係る描画装置の（ａ）は平面図であり、（ｂ）は側面図である。
【図２】（ａ）は第１実施形態に係る描画装置のキャリッジユニットを模式的に示した底
面図であり、（ｂ）は第１下地層上のインク滴および第２下地層上のインク滴の状態を模
式的に示した図である。
【図３】第１実施形態に係る描画装置の制御装置のブロック図である。
【図４】第１実施形態に係る描画装置の制御方法のフローチャートである。
【図５】第１実施形態に係る描画装置の制御装置が作成する第１下地用データおよび第２
下地用データを説明する図である。
【図６】第１実施形態に係る描画装置の制御方法を説明図であって、ワーク、ワークステ
ージおよびキャリッジユニットを模式的に示した説明図である。
【図７】第１実施形態に係る描画装置の制御方法を説明するための描画装置の平面図であ
る。
【図８】第３実施形態に係る描画装置の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の第１実施形態に係る描画装置について説明す
る。この描画装置は、いわゆるリール・ツー・リール形式で除給材される薄いフィルム状
のワークに対して、例えば、紫外線硬化インク（ＵＶインク）をインクジェットヘッドに
より吐出することで、所望の画像等を印刷するものである。なお、以下の説明では、ワー
クの送り方向をＸ軸方向と、Ｘ軸方向に直交する方向をＹ軸方向と、Ｘ軸方向およびＹ軸
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方向に直交する方向をＺ軸方向と規定する。
【００３４】
　図１に示すように、描画装置１は、機台２と、ロール状に巻回された長尺のワークＷを
繰り出す繰出装置３と、印刷済みのワークＷを巻き取る巻取装置４と、機台２上に配設さ
れ、給材されたワークＷを吸着セットするワークステージ５と、Ｘ軸方向に延在し、ワー
クステージ５を介してワークＷをＸ軸方向に間欠送りするＸ軸テーブル７と、Ｘ軸テーブ
ル７を跨ぐようにＹ軸方向に架け渡されたＹ軸テーブル８と、インクを吐出してワークＷ
に描画を行うインクジェットヘッド１８を有し、Ｙ軸テーブル８に移動自在に搭載された
キャリッジユニット９と、を備えている。
【００３５】
　また、描画装置１は、インクジェットヘッド１８にインクを供給するためのインク供給
装置（図示省略）と、インクジェットヘッド１８の機能の保守および回復を図るための保
守装置（図示省略）と、描画装置１を統括制御する制御装置１０と、を備えている。
【００３６】
　この描画装置１では、繰出装置３により繰出されたワークＷをワークステージ５で吸着
した後、Ｘ軸テーブル７によりワークステージ５を介してワークＷをＸ軸方向に間欠送り
（副走査）すると共に、吸着保持されたワークＷの描画可能領域に対し、キャリッジユニ
ット９を往復動（主走査）させながらインクジェットヘッド１８からインクを吐出して描
画を行う。なお、印刷処理に供されるワークＷは、連続的に供給可能なロール状のものに
限定されるものではなく、枚葉のワークＷを用いてもよい。
【００３７】
　繰出装置３および巻取装置４は、機台２やワークステージ５を挟むようにしてＸ軸方向
上流側および下流側にそれぞれ配設されている。ワークＷは、軽いテンションを付与され
た状態で繰出装置３から繰り出され、巻取装置４に巻き取られる。
【００３８】
　ワークステージ５は、その表面に複数形成された孔（図示省略）を介して、繰出装置３
から送られてきたワークＷを吸着する。ワークステージ５の搬送（Ｘ軸）方向上流端部お
よび下流端部には、送込ローラー１１と送出ローラー１２とが、それぞれ添設されている
。なお、詳細な説明は省略するが、ワークステージ５に形成された複数の孔は、図外の真
空吸引設備および圧縮エアー供給設備にそれぞれ連通している。
【００３９】
　送込ローラー１１および送出ローラー１２は、それぞれ昇降可能に設けられた自由回転
するニップローラーであり、Ｘ軸方向に並んで配設され、ワークＷを挟み込んで、ワーク
ステージ５上面にワークＷを臨ませる。そして、ワークステージ５は、ワークＷを吸着し
た状態で、Ｘ軸テーブル７によりＸ軸方向（上流側から下流側）に間欠送りされる。
【００４０】
　Ｘ軸テーブル７は、機台２上に配設され、Ｘ軸方向に延在する一対のＸ軸ガイドレール
１３と、ワークステージ５をＸ軸ガイドレール１３に沿ってスライド自在に移動させるＸ
軸移動機構１４と、を有している。Ｘ軸テーブル７は、キャリッジユニット９の往動（ま
たは復動）時には停止し、次の復動（または往動）までに、描画幅分、ワークＷをＸ軸方
向の下流側に送る（改行送り）。
【００４１】
　Ｙ軸テーブル８は、機台２をＹ軸方向に跨ぐように架け渡されたＹ軸ガイドレール１５
と、キャリッジユニット９をＹ軸ガイドレール１５に沿ってスライド自在に移動させるＹ
軸移動機構１６と、を有している。Ｙ軸テーブル８は、キャリッジユニット９を介して描
画時にインクジェットヘッド１８をＹ軸方向に往復動させる。
【００４２】
　図１および図２に示すように、キャリッジユニット９は、Ｙ軸ガイドレール１５上にス
ライド自在に支持されたキャリッジ本体１７と、キャリッジ本体１７に搭載されたインク
ジェットヘッド１８と、インクジェットヘッド１８のＹ軸方向両端部に配設された一対の
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紫外線照射装置１９と、を備えている。
【００４３】
　キャリッジ本体１７は、インクジェットヘッド１８および一対の紫外線照射装置１９を
搭載し、Ｘ軸方向上流側においてＹ軸ガイドレール１５にスライド自在に係合している。
【００４４】
　インクジェットヘッド１８は、複数の吐出ノズル２１が開口したノズル面２２を有し、
ノズル面２２には、複数の吐出ノズル２１が等間隔で並んで構成された複数本のノズル列
ＮＬが、相互に平行に列設されている（図２（ａ）参照）。このインクジェットヘッド１
８では、各ノズル列ＮＬごとに、異なる種類（色）のインクおよび２種類の下地材を、そ
れぞれ吐出するようになっている。
【００４５】
　本実施形態では、いわゆる紫外線硬化型のインクを用いており、図２において上のノズ
ル列ＮＬから、第１下地材、クリアー（ＣＬ）、イエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼン
タ（Ｍ）、ブラック（Ｋ）、クリアー（ＣＬ）、第２下地材の順に配設されている。なお
、インクの色、色数および各色の配列は、その用途により任意に設定してよい。また、イ
ンクは、紫外線硬化型のものに限られず、赤外線硬化型や可視光硬化型等のインクでもよ
い。
【００４６】
　下地材は、各インクに対して、濡れ性が高い第１下地材と、濡れ性の低い第２下地材と
の２種類からなり、画像データに基づく描画表現に従って使い分けられ、第１下地材から
なる第１下地層５０ａと、第２下地材からなる第２下地層５０ｂを形成する（図２（ｂ）
参照）。このように異なる濡れ性を有する下地材により下地層５０を形成することで、鮮
明な描画表現や、ぼやかした描画表現等、画像の構成に応じた自在な描画表現を行なうこ
とができる。なお、下地材（第１下地材および第２下地材）は、アミノ基を有する重合体
、オニウム基を有する重合体、含窒素ヘテロ環を有する重合体および金属化合物からなる
群より選択される少なくとも１種を含有することが好ましい。
【００４７】
　各紫外線照射装置１９は、インクジェットヘッド１８のＹ軸方向両側にそれぞれ配設さ
れており、インクジェットヘッド１８から吐出され、ワークＷ上に着弾した第１下地材、
第２下地材および各インクの液滴に対し、紫外線（活性エネルギー線）を照射する。これ
により、下地材および各インクが光硬化し、ワークＷ上に下地層５０および画像が迅速に
形成される。なお、各紫外線照射装置１９から照射する紫外線は、使用する下地材および
各インクに応じて、その中心波長を変更することが好ましい。
【００４８】
　各紫外線照射装置１９は、複数の発光ダイオード（ＬＥＤ３３）がＸ軸方向に等間隔に
並んで構成されている。各紫外線照射装置１９は、ノズル列ＮＬよりも僅かに長い範囲に
紫外線を照射可能に形成されており、ワークＷ上に着弾した下地材の液滴およびインク滴
のすべてに対し確実に紫外線が照射できるようになっている。光源としてＬＥＤ３３を用
いることで、構造の単純化を図ることができると共に、各紫外線照射装置１９からの熱的
影響を抑制することができる。また、電気的なスイッチ操作で素早くＯＮ－ＯＦＦ制御す
ることもできる。なお、図２（ａ）に示すように、本実施形態の各紫外線照射装置１９は
、各ＬＥＤ３３が１列で構成されているが、必要に応じて２列以上で構成してもよい。
【００４９】
　図３に示すように、制御装置１０は、制御用のプログラムやデータ等が記憶されたメモ
リー部４１と、所定の描画データが記憶された画像メモリー部４２と、メモリー部４１お
よび画像メモリー部４２を制御するコントローラー部４３と、コントローラー部４３から
の指令により描画装置１を構成する各装置を駆動するドライバー部４４と、を有している
。
【００５０】
　次に、図４ないし図７を参照して、制御装置１０による描画装置１の制御方法について
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説明する。図４に示すように、描画装置１の制御方法は、キャリッジユニット９をＹ軸方
向に移動（走査）させながら、インクジェットヘッド１８の複数の吐出ノズル２１から選
択的に下地材を吐出させ、ワークＷに濡れ性に関する下地塗布処理を行う下地塗布工程Ｓ
１と、下地塗布工程Ｓ１の後、紫外線照射装置１９を駆動して、下地塗布処理されたワー
クＷ上の下地材を硬化させて定着処理する下地定着工程Ｓ２と、キャリッジユニット９を
Ｙ軸方向に移動（走査）させながら、ワークＷ上の下地層５０上に、インクジェットヘッ
ド１８の複数の吐出ノズル２１から選択的にインクを吐出させ、画像データに基づく描画
処理を行う描画工程Ｓ３と、紫外線照射装置１９を駆動して、下地層５０の表面に着弾し
たインク滴を硬化させる硬化工程Ｓ４と、を有している。また、下地塗布工程Ｓ１と下地
定着工程Ｓ２とは、連続して１の走査時に実施され、同様に、描画工程Ｓ３と硬化工程Ｓ
４とは、連続して他の走査時に実施される。
【００５１】
　まず、制御装置１０は、描画データに基づいて、同色のインクが連続して吐出される部
分（以下「べた塗り部分」と呼ぶ。）を求め、べた塗り部分に対してのみ、インクジェッ
トヘッド１８から第１下地材を吐出するための第１下地用データを作成する。また同様に
、制御装置１０は、描画データに基づいて、文字、記号、図形等や、異なる色彩のインク
が隣接する部分等、濡れ広がりを抑制して鮮明（精細）な描画表現を行ないたい部分（以
下「キャラクター画像」と呼ぶ。）を求め、キャラクター画像に対してのみ、インクジェ
ットヘッド１８から第２下地材を吐出するための第２下地用データを作成する。
【００５２】
　例えば、図５に示すように、三角形のべた塗り部分と、その背景（べた塗り部分）と、
を描画する場合、破線で示された大小２つの三角形で囲まれた領域が、第２下地用データ
となり、その他の領域が第１下地用データとなる。すなわち、三角形の輪郭部分には第２
下地材を塗着させ、その他の部分（べた塗り部分）には第１下地材を塗着させるのである
。
【００５３】
　なお、異なる色彩のインクが隣接する部分であっても、互いのインクが混ざった中間色
を表現したい場合には、べた塗り部分と同様に、第１下地材を吐出するように第１下地用
データとして扱うことが好ましい。これにより、良好な中間色表現の描画結果を得ること
ができ、例えば、グラデーション等の描画表現を容易に行うことができる。
【００５４】
　このように、描画処理を実施するときの描画データに基づいて、描画結果に応じて部分
的に濡れ性の調整を適切に行うことで、べた塗りを行う部分では、インクの塗れ広がりを
促進することができ、他方、文字等（キャラクター画像）の描画部分では、混色の無い鮮
明な（高解像の画像）を得ることができる。つまり、ワークＷ上に形成した下地層５０に
よりインクの濡れ性の調整を行うことで、ぼやかしたり、鮮明（精細）にしたり等、様々
な描画表現を行うことが可能となる。
【００５５】
　続いて、制御装置１０は、Ｘ軸テーブル７を駆動し、ワークステージ５を移動させ、ワ
ークＷを描画可能位置に移動させる。そして、下地塗布工程Ｓ１では、Ｙ軸テーブル８を
駆動し、キャリッジユニット９をＹ軸方向に往動（走査）させながら、作成した第１下地
用データおよび第２下地用データに基づいてインクジェットヘッド１８を駆動し、選択的
に複数の吐出ノズル２１から第１下地材および第２下地材を吐出する（図６（ａ）参照）
。
【００５６】
　続いて、下地定着工程Ｓ２では、移動方向下流側に位置する紫外線照射装置１９を駆動
して、下地塗布工程Ｓ１においてワークＷ上に着弾した第１下地材および第２下地材の液
滴を光硬化させる（図６（ｂ）参照）。これにより、ワークＷの表面には、第１下地材か
らなる第１下地層５０ａと、第２下地材からなる第２下地層５０ｂとが形成される（図７
（ａ）参照）。
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【００５７】
　ワークＷをＹ軸方向に横断するように往動させた後（１パス目終了後）、制御装置１０
は、キャリッジユニット９をＹ軸方向に復動（２パス目）させながら描画工程Ｓ３を実行
する。描画工程Ｓ３では、ワークＷ上に形成された第１下地層５０ａおよび第２下地層５
０ｂに対し、インクジェットヘッド１８を駆動して描画データに基づく描画処理を実施す
る（図６（ｃ）参照）。描画データに基づいて描画処理を行うことにより、べた塗り部分
は、第１下地層５０ａ上で濡れ広がり、インクの消費を抑制しても良好な描画結果を得る
ことができ、他方、キャラクター画像も、第２下地層５０ｂ上において、混色のない鮮明
な描画結果を得ることができる。
【００５８】
　硬化工程Ｓ４は、移動方向下流側に位置する紫外線照射装置１９を駆動して、描画工程
Ｓ２においてワークＷ上に着弾したインク滴を光硬化させる（図６（ｄ）および図７（ｂ
）参照）。なお、硬化工程Ｓ４や、上記した下地定着工程Ｓ２における紫外線の照射は、
移動方向下流側だけでなく、一対（上流・下流）の紫外線照射装置１９を常時点灯させて
おいてもよい。
【００５９】
　制御装置１０は、キャリッジユニット９をＹ軸方向に横断するように往復移動させた後
（２パス目終了後）、Ｘ軸テーブル７を駆動してワークステージ５（ワークＷ）を描画幅
分だけ下流へと移動（改行送り）させる（図７（ｃ）参照）。そして、制御装置１０は、
キャリッジユニット９をＹ軸方向に往復移動させながら、１パス目と同様に、下地塗布工
程Ｓ１および下地定着工程Ｓ２を連続的に実施させ、２パス目と同様に描画工程Ｓ３およ
び硬化工程Ｓ４を連続的に実施させる。以降、ワークステージ５の下流への改行送りと、
キャリッジユニット９の往復移動と、を繰り返し、ワークステージ５上に吸着保持された
ワークＷの描画可能領域（ワークステージ５上に吸着された範囲）に画像データに基づく
描画を行う。
【００６０】
　一対の紫外線照射装置１９は、インクジェットヘッド１８のＹ軸方向両端に設けられ、
１のキャリッジ本体１７に搭載され、これらを一体に往復移動可能に構成されているため
、描画処理の実施前に下地層５０を形成することができる。また、描画処理の実施直後に
インクを硬化させることができると共に、往動および復動のいずれにおいても、下地塗布
処理、定着処理、描画処理および光硬化処理を実施することができ、これら一連の作業を
より効率良く行なうことができる。
【００６１】
　以上の構成によれば、描画処理の前に、描画処理される画像データの構成に応じて下地
塗布処理を行うと共に定着処理を実施するため、描画内容に応じて部分ごとに異なる濡れ
性を有する複数の下地層５０（第１下地層５０ａおよび第２下地層５０ｂ）を形成するこ
とができる。これにより、１のワークＷ上で多彩な描画表現を実現することができる。す
なわち、濡れ広がりを抑制して鮮明（精細）な描画表現を行ないたい部分や、逆に濡れ広
がりを促進してぼやかした描画表現を行ないたい部分があっても、ワークＷに部分的な下
地塗布処理および定着処理を施して濡れ性を調整することで、柔軟な描画表現を行なうこ
とが可能となる。
【００６２】
　なお、本実施形態では、第１下地材および第２下地材の２種類の下地材を用いていたが
、いずれか一方のみを用いてもよい。すなわち、濡れ性の低い記録媒体（撥水性有り）に
対しては、第１下地材を用いて、濡れ性を高くする方向の調整をし、他方、濡れ性の高い
ワークＷ（親水性有り）に対しては、第２下地材を用いて、濡れ性を低くする方向の調整
をする。この場合、下地材が塗布された部分に対してのみ紫外線を照射すればよいため、
制御装置１０は、各紫外線照射装置１９を構成する複数のＬＥＤ３３を選択的にＯＮ－Ｏ
ＦＦ制御することが好ましい。
【００６３】



(11) JP 2012-106362 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

　なお、本実施形態では、各紫外線照射装置１９は、複数のＬＥＤ３３により構成されて
いるが、所定の中心波長を有する水銀ランプやメタルハライドランプ等を用いてもよい。
【００６４】
　また、上述した描画装置１の制御方法では、キャリッジユニット９の往動で下地塗布工
程Ｓ１および下地定着工程Ｓ２を実施し、キャリッジユニット９の復動で描画工程Ｓ３お
よび硬化工程Ｓ４を実施しているが、キャリッジユニット９を往復移動させながら下地塗
布工程Ｓ１および下地定着工程Ｓ２を行い、その後、ワークステージ５（ワークＷ）の改
行送りをせずに、さらにキャリッジユニット９を往復移動させながら描画工程Ｓ３および
硬化工程Ｓ４を実施してもよい。
【００６５】
　またさらに、ワークＷの描画可能領域全域に対し、往復移動（各パス）で下地塗布工程
Ｓ１および下地定着工程Ｓ２を先に実施し、描画可能領域全域の下地層５０の形成が終了
したワークＷに対し、描画工程Ｓ３および硬化工程Ｓ４を実施してもよい。
【００６６】
　（第２実施形態）
　上述した第１実施形態に係る描画装置１の制御方法では、べた塗り部分となる部分のす
べてに対し、第１下地層５０ａを形成し、キャラクター画像となる部分のすべてに対し、
第２下地層５０ｂを形成していたが、第２実施形態に係るものでは、ワークＷに対するイ
ンクジェットヘッド１８からの第１下地材および第２下地材の吐出が断続して実施される
。例えば、複数の吐出ノズル２１のうちからランダムに選択した吐出ノズル２１や、複数
の吐出ノズル２１のうちｎ個ごとに選択した吐出ノズル２１からのみ各下地材の吐出を行
う等の方法により、べた塗り部分やキャラクター画像の下地となる部分への下地層５０の
形成を断続的に（間引きして）行う。なお、制御装置１０は、断続的に行う第１下地用デ
ータおよび第２下地用データを作成し、これに基づいて下地塗布工程Ｓ１を行う。この構
成によれば、各下地材の消費を抑制しつつ、見かけ上、第１実施形態に係るべた塗り部分
やキャラクター画像の描画部分と同様の描画結果を得ることができる。
【００６７】
　（第３実施形態）
　続いて、図８を参照して、第３実施形態に係る描画装置１について説明する。なお、以
降の説明では、第１実施形態に係る描画装置１と異なる点のみを示す。第３実施形態に係
る描画装置１は、ワークステージ５、Ｘ軸テーブル７、Ｙ軸テーブル８およびキャリッジ
ユニット９をそれぞれ２台ずつ備えている。２台のワークステージ５は、Ｘ軸方向に並ん
で配設されており、各ワークステージ５は、各Ｘ軸テーブル７により個別に移動可能に構
成されている。また、２台のワークステージ５の間には、繰り出されたワークＷのバッフ
ァとなるアキュムレーター部６１が設けられている。さらに、この描画装置１は、各ワー
クステージ５を跨ぐようにＹ軸方向にそれぞれ設けられた２台のＹ軸テーブル８と、各Ｙ
軸テーブル８に沿って移動可能な２台のキャリッジユニット９と、を備えている。
【００６８】
　この描画装置１では、Ｘ軸方向上流側に配設されたワークステージ５等およびキャリッ
ジユニット９（以降「下地形成部６２」と呼ぶ。）により、下地塗布工程Ｓ１（下地塗布
処理）および下地定着工程Ｓ２（定着処理）が実施され、他方、Ｘ軸方向下流側に配設さ
れたワークステージ５等およびキャリッジユニット９（以降「画像描画部６３」と呼ぶ。
）により、描画工程Ｓ３（描画処理）および硬化工程Ｓ４（硬化処理）が実施される。
【００６９】
　下地形成部６２におけるキャリッジユニット９には、第１下地材および第２下地材を吐
出するインクジェットヘッド１８と、一対の紫外線照射装置１９と、が搭載されている。
画像描画部６３におけるキャリッジユニット９には、各種描画用のインクを吐出するイン
クジェットヘッド１８と、一対の紫外線照射装置１９と、が搭載されている。
【００７０】
　第３実施形態に係る描画装置１の制御方法について簡単に説明する。まず、制御装置１
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０は、下地形成部６２のワークステージ５を移動させ、ワークＷを処理可能位置に移動さ
せる。そして、下地形成部６２のキャリッジユニット９を往動させ、下地塗布工程Ｓ１お
よび下地定着工程Ｓ２を実施した後、ワークステージ５を下流へと改行送りさせる。こん
どは、キャリッジユニット９を復動させ、下地塗布工程Ｓ１等を実施した後、ワークステ
ージ５を改行送りさせる。以降、キャリッジユニット９の往復移動と、ワークステージ５
の下流への改行送りと、を繰り返し、ワークステージ５上に吸着保持されたワークＷの描
画可能領域に第１下地層５０ａおよび第２下地層５０ｂを形成する。なお、画像描画部６
３および下地形成部６２のワークステージ５のうち、一方を固定したまま、他方のワーク
ステージ５を移動させても、アキュムレーター部６１がワークＷの弛みを吸収するため、
ワークＷに対し無理な張力がかからないようになっている。
【００７１】
　制御装置１０は、巻取装置４を駆動してワークＷを巻き取り、下地層５０が形成された
ワークＷを、画像描画部６３のワークステージ５上に搬送し吸着固定させる。そして、制
御装置１０は、ワークステージ５を移動させ、ワークＷを描画可能位置に移動させる。そ
して、画像描画部６３のキャリッジユニット９を往動させ、描画工程Ｓ３および硬化工程
Ｓ４を実施した後、ワークステージ５を下流へと改行送りさせる。こんどは、キャリッジ
ユニット９を復動させ、描画工程Ｓ３等を実施した後、ワークステージ５を改行送りさせ
る。以降、キャリッジユニット９の往復移動と、ワークステージ５の下流への改行送りと
、を繰り返し、ワークステージ５上に吸着保持されたワークＷの描画可能領域に所定の描
画を行う。
【００７２】
　以上の構成によれば、下地層５０の形成と描画処理とを同時並行して実施することがで
きる。このため、所定の描画全体にかかるタクトタイムを短縮することができる。
【符号の説明】
【００７３】
　１：描画装置、９：キャリッジユニット、１０：制御装置、１８：インクジェットヘッ
ド、１９：紫外線照射装置、２１：吐出ノズル、３３：ＬＥＤ、ＮＬ：ノズル列、Ｗ：ワ
ーク
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